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座長：櫻井 孝志
（JCHO埼玉メディカルセンター 外科）
17．術後補助化学療法中に躁状態類似症状を発症した患者
への看護介入
関 千歳?，布施 正子?，大平奈緒子?
関原 正夫?，塚越 律子?，渡會 昭夫?
宮前 香子?，武井 智史?
（１ 利根中央病院 看護部）
（２ 同 外科）
（３ 伊勢崎市民病院 外科）
（４ 利根中央病院 精神科）
（５ 同 薬剤部）
【はじめに】 乳がん術後補助化学療法中に躁状態類似症状
を発症した症例について看護介入を振り返り検討する.
【症例紹介】 60歳代女性.右乳癌 胸筋温存乳房切除術＋
リンパ節郭清を実施StageⅡA 【治療経過】 術後補助化
学療法としてAC folowed by PTX＋HERが予定され治
療開始.【問題点】 AC4コースday1に多弁,話がまとま
らないなどの精神状態の異変を認めた.【看護介入】 患
者と面談し睡眠障害,自分を進行癌と思い込み未来を悲観
していたため,医師と情報共有し再度治療の経過と内容を
説明してもらい病識の修正を行った.【結 果】 精神状
態は悪化して精神科治療を要した.薬物療法で改善後,化
学療法が再開され傾聴と適宜情報提供を継続.その際に患
者が心の苦しみを振り返り,患者同士の交流が不安増強に
強く影響した事がわかった.【考 察】 患者同士の交流
の多くは心の支えとなるが,今回は患者にとって強いスト
レスとなり躁状態類似症状を発症した一因になったと考え
られる.【まとめ】 患者同士の私的な交流は心身の支え
に重要であるが,誤った知識や情報に影響されないような
サポートが必要である.
18．ライフイベントシートが乳がんの治療選択に影響を及
ぼした１例
加藤 孝子?，横谷 直美?，山口 英理?
中村 慶太?，古賀祐季子?，大久保雄彦?
（１ 戸田中央総合病院 乳腺外科）
（２ 同 看護部）
【はじめに】 乳癌症例転移がある患者は,多くの苦悩・不
安を持ちながら治療選択を行なわなくてはならない.一方,
治療選択支援を行う時「患者の希望を十分に理解したうえ
で看護支援が出来ているだろうか」「患者は病状を認識でき
ているのだろうか」という疑問を持つことがよくある.そ
こで,患者が自身の生活を見つめ,生活と治療の両立が出
来るようにライフイベントシートを作成した.患者がライ
フイベントシートを記入したことで,予後を見つめ自身の
希望を看護師に伝えることができた1例を報告する.
Ⅰ.ライフイベントシート使用目的
1.患者の生活に組み込めるよう治療が組み込める.
2.患者が病状・今後の生活を振り返るための材料に
することが出来る.
Ⅱ.ライフイベントシートについて
ライフイベントシートは月別・年別の2種を作成した.
配布は各看護師の判断に任せ,記入後は患者が保管し治
療選択の参考にしてもらうこととした.
Ⅲ.倫理的配慮
今回の発表に際しては,患者が特定できないように十
分配慮した.
ライフイベントシート保管に関しては,患者保管とし
た.
【症 例】 30歳代,女性.右乳癌 (非浸潤性乳管癌)術後で
肺転移,脳転移あり.3人家族で主婦.両親は遠方に住んで
いるが転居予定あり.主治医から転居前に抗がん剤治療を
開始することの必要性の説明を受けた.治療同意書の取得
も完了し,次回から治療となる予定であった.診察後,看護
師よりライフイベントシートAを配布した.結果:①ライ
フイベントシートは,患者自身の治療選択の上で有用で
あった.②ライフイベントシートは,患者が予後を認識し
考えて行くために活用できるツールである.【おわりに】
乳癌患者の看護を行っていくうえで,患者が治療選択しな
ければならない場面に必ず出会う.予後に見込みがなく
なってきた場合の看護は苦慮することが多い.私たちは患
者が残りの人生を有意義に過ごせるよう,常に家族と良い
時間を持てるように考えている.作成したライフイベント
シートは,患者が自分を見つめるのに有用であると考えら
れた.渡す時期や患者の精神状態などを配慮し使用する必
要があり,今度の課題と考える.
19．ティッシュ・エキスパンダー挿入中に上肢リンパ浮腫
を発症した患者への浮腫ケア
廣河原陽子?，一場 慶?，樋口 徹?
堀口 淳?，牧口 貴哉?
（１ 群馬大医・附属病院・看護部）
（２ 同 乳腺・内分泌外科 ）
（３ 同 歯科口腔・顎顔面外科）
一次二期乳房再建術後患者が,ティッシュ・エキスパン
ダー (以下,TEと略す)挿入中に上肢リンパ浮腫を発症し
た.発症の原因とリンパ浮腫ケア方法を検討し,実践した
ので報告する.【症例紹介】 60歳女性.右乳がん.皮下乳
腺全切除術＋SLNB＋TE挿入術＋レベルⅢ郭清を行った.
術後TC療法 (全4回)施行中皮膚拡張を行うも感染,異物
反応はなかった.TC3回目終了後より右上肢リンパ浮腫を
認めアームスリーブによる圧迫療法を行ったが改善を認め
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